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京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号   
果からのフィードバック・ループが存在する点であり，それによりボディ・スキーマがポジティ  
ブにもネガティブにも大きく変わるということである。  





















マ）に及ぼす性別や年齢の影響について検討した研究を以下に示す。   
Stevens＆Tiggemann（1998）は，18歳から59歳までの女性を対象に，Fallon＆Rozin  
－286－   






































－287一   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
自分の抱える問題（身体像の歪み，抑鬱，不安感など）を外に表明しにくく，内に溜め込んでし  












3－1 ダイエット   
ダイエットの定義は一通りではないものの，ここでの操作的な定義として，体重や体型を変え  
るあるいは維持する目的で食の摂取量を制限しようとすること（McFarlane，Polivy，＆McCabe，  






ど種々の外的要因が相侯って，ダイエット熱を一層煽ることとなる。   
ダイエッター（ダイエットを常習的または一時的に行う者）の特徴として，非ダイエックーに  
比べて現在と理想の身体像間での差が有意に大きいことの他に，独特の認知機構を持っことが挙  
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出中：身体像理解のためのボディ・スキーマ・モデル  
一般的モデ ル  
空腹境界（Hunger boundary） 満腹境界（Satiety boundary）  
非ダイエツター  
負荷なし  負荷あり  
（No 町el00d）  仏陀l00d）  
ダイエツター  
ダイエット境界  
（det bo皿血Ⅳ）  
負荷なし  負荷あり  
（No 町eIoad）b帽load）  











（1）食べ物や食行動へのとらわれ   
食へのとらわれについて，Warren＆Cooper（1988）は正常な人々を対象に，減量を目的とし  
た2週間のカロリー制限を行い，ダイエット期間中の様子を自己報告させた。その結果，被験者  
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出中：身体像理解のためのボディ・スキーマ・モデル  











てはその逆の傾向が見られた。   
この結果について，高負荷条件では課題が認知的な処理資源を多大に要し，ダイエッターが現  
在の状態やダイエット規則をモニタリングするのに十分な認知的余裕を残していなかった結果，  



















ま と め  
本稿では，情報処理の心的表象としてのスキーマ理論のパラダイムを用いて身体像を認知論的  
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出中：身体像理解のためのボディ・スキーマ・モデル  
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